
憲
法
が
輝
く
県
政
へ
囲

〓
嶽
「

地
　

大
企
業
よ
り
中
小
企
業
の
支
援
を

上
限
な
し
の
補
助
金
で

大
企
業
を
誘
致

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
尼
崎
工

場
。
昨
年
六
月
の
あ
る
日
の

朝
礼
で
突
然
、従
業
員
に
「工

場
が
生
産
停
止
に
な
る
の
で

十
月
い
っ
ぱ
い
で
全
員
辞
め

て
も
ら
う
」
と
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。

主
に
梱
包
と
出
荷
の
仕
事

を
行
う
請
負
会
社
で
、
時
給

九
百
五
十
円
、
十
二
時
間
ｏ

二
交
代
勤
務
、
雇
用
契
約
は

一
カ
月
毎
の
更
新
で
一
年
四

カ
月
働
い
て
き
た
Ａ
さ
ん

は
、
や
む
な
く
九
月
で
会
社

を
辞
め
、
い
ま
だ
に
次
の
仕

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
非
正
規
労
働
者

一
千
人
以
上
が
職
を
失
い
ま

果

土
（産
党
丘
目

議

〓^議
員

宮

田

し

ず

の

り

し
た
。
ま
た
、
実
態
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
出
入

り
の
中
小
企
業
等
に
も
打
撃

を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

「雇
用
が
増
え
る
Ｌ
税
収

が
増
え
る
」
と
二
〇
〇
〇
年

代
初
め
か
ら
全
国
の
自
治
体

が
巨
額
の
補
助
金
制
度
を
つ

く
り
大
企
業
誘
致
を
競
う
中

で
ヽ
兵
庫
県
は
、
設
備
補
助

（投
資
額
の
３
の
）、雇
用
補

助
、し
か
も
全
国
で
唯
一
「補

助
額
の
上
限
な
し
」
の
企
業

立
地
集
積
条
例
を
つ
く
り
、

誘
致
に
奔
走
。

こ
の
補
助
金
を
受
け
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
社
が
尼
崎
市
に
世

界
最
大
の
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
エ
場
を
建
設
し
、
三

工
場
が
〇
五
年
九
月
か
ら
順

次
稼
動
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
業
績
の
悪
化
を
理
由
に

一
二
年
三
月
ま
で
に
、
第
一

工
場
は
稼
動
か
ら
六
年
、
第

三
工
場
は
わ
ず
か
二
年
で
生

産
を
停
止
、
第
二
工
場
だ
け

が
稼
動
し
て
い
ま
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
の
余
り

に
も
身
勝
手
な
行
動
で
、
県

も
尼
崎
市
も
振
り
回
さ
れ
、

改
め
て
大
企
業
を
中
心
と
し

た
誘
致
補
助
制
度
や
自
治
体

の
産
業
・
経
済
政
策
の
問
題

点
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。

「
・

雇
用
・
地
域
経
済
に

無
効
ど
こ
ろ
か
逆
効
果

第
一
の
問
題
は
、
多
額
の

補
助
金
を
出
し
て
大
企
業
を

誘
致
し
て
も
雇
用
や
地
域
経

済
に
は
効
果
が
な
い
ど
こ
ろ

か
、
逆
効
果
を
及
ぼ
す
場
合

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
尼
崎
工
場

の
場
合
、
同
社
の
直
接
雇
用

の
正
社
員
は
ご
く
少
数
、
殆

ど
が
請
負
会
社
等
の
非
正
規

ｏ
低
賃
金
労
働
者
で
、
あ
げ

く
の
果
て
は
身
勝
手
な
企
業

活
動
の
調
整
弁
に
さ
れ
、
新

た
に
大
量
の
失
業
者
を
生
み

す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
額
の
県
民
の
税
金
が

水
の
泡

第
二
の
問
題
は
、
多
額
の

県
民
の
税
金
が
水
の
泡
と
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。県
は
ハ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社

に
対
し
、
尼
崎
第
一
、
第
二
、

第
三
の
工
場
と
姫
路
工
場

に
、
合
わ
せ
て
約
二
百
億
円

の
補
助
金
支
給
を
決
定
し
、

〇
五
年
～
一
七
年
ま
で
の
十

三
年
間
に
分
割
交
付
し
ま

す
。
す
で
に
一
二
年
度
ま
で

に
百
二
十
二
億
四
十
四
万
円

（う
ち
尼
崎
工
場
分
は
八
十

八
億
四
千
四
百
万
円
）
を
支

払
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
早
期

撤
退
等
に
対
す
る
補
助
金
返

還
請
求
の
規
定
も
無
く
、
日

本
共
産
党
県
議
団
の
徹
底
し

た
追
及
の
結
果
（
慌
て
て
規

定
を
作
り
返
還
さ
せ
た
の
は

十
二
億
五
千
七
百
万
円
で
、

尼
崎
工
場
分
の
支
給
済
額
の

わ
ず
か
‐４
の
に
過
ぎ
ず
、
生

産
停
止
し
た
以
外
の
工
場
分

の
補
助
金
は
払
い
続
け
ま

す
。県
民
に
は
相
次
ぐ
「行
革
」

で
福
祉
、
医
療
、
教
育
の
予

算
を
削
り
な
が
ら
、
企
業
誘

致
補
助
金
は

〃聖
域
〃
扱
い

し
、
投
入
し
た
莫
大
な
税
金

が
ム
ダ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
向
け
は
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
一
社
の
半
分
以
下

こ
う
し
た
大
企
業
に
対
す

る
優
遇
策
の
一
方
、
事
業
所

数
で
９９
ψ
ヽ
雇
用
の
七
割
を

支
え
て
い
る
中
小
企
業
向
け

の
予
算
は
融
資
を
除
く
と
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
一
社
に
対
す
る

補
助
金
の
半
分
に
も
満
た
な

い
額
で
す
。

負
債
一
千
万
円
以
上
の
中

小
企
業
の
倒
産
は
今
年
も
月

平
均
五
十
件
に
も
の
ぼ
り
、

特
に
建
設
関
連
が
高
い
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
下

の
土
建
業
者
な
ど
か
ら
要
望

の
強
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
に
も
背
を
向
け
た
ま
ま
で

す
。今
こ
そ
い
丼
戸
知
事
が
進

め
る
大
企
業
優
先
か
ら
、
中

小
企
業
支
援
を
中
心
と
し
た

産
業
。
経
済
政
策
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


